
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月８日（水）に入学式が行われました。新入生２３名を迎えて全校生徒６８名で令和８年度がスタ

ートしました。2・3 年生の入学式に臨む誠実な態度はもちろんですが、歓迎合唱「あすという日が」

の歌声がとても心にしみました。 

『こころ』から歌っている姿、出会いの場を大切にしてい

る態度、「23 名の新入生を温かく迎え入れる想い」が感じら

れた瞬間でした。きっと 23 名の新入生、保護者の方も同じ

感想をもたれたと思います。学級での様子は、担任の冨樫先

生の優しい問いかけに明るく反応する様子や、笑顔を見るこ

とができました。ひとりひとりを大切に迎えました。 

 

ぼくが ここに       まど・みちお 

                 

  ぼくが ここに いるとき 

  ほかの どんなものも 

  ぼくに かさなって 

  ここに いることは できない 

 

  もしも ゾウが ここに いるならば 

  そのゾウだけ 

 

  マメが いるならば 

  その一つぶの マメだけ                  

  しか ここに いることは できない    

ああ このちきゅうの うえでは 

こんなに だいじに 

まもられているのだ 

どんなものが どんなところに 

いるときにも 

 

  その「いること」こそが 

  なににも まして 

  すばらしいこと として 

 



 

 

 

立川中学校教育目標 「志高く 未来を切り拓く立中生」 自立・貢献 

  「  志  」 

    自分は何のために学ぶのか、どのような人として生きていきたいのかを問い続け、自分

で決めた目標に向かって努力し続けて欲しいと思います。 

「 未 来 」 

急速に変化する時代だからこそ、未来を思い描く力が求められます。卒業後や数年後の

自分だけでなく、家族や地域、そして社会全体のこれからの姿、未来を見通す力をつけてく

ださい。 

 「 切り拓く 」 

答えのない課題に対して、仲間と協力しながら試行錯誤を重ね、一歩を踏み出す勇気をも 

ってください。失敗を恐れず、学び直しながら前に進む姿を、立川中は大切にします。 

 

   校訓 「 為せば成る 」 は皆さんの背中を押してくれます。 

やればできる、やらなければ何もできない。ものごとの成否は「まず行動するかどうか」に

かかっているということです。「立川の先人や歴史」が示してくれています。 

 

 

大舞台で 

臆することなく堂々と役目

を務めた二人 

 

    新入生代表 誓いの言葉 

 

代表 池田さん 

 

 

 

歓迎の言葉     

 

小松 生徒会長 

 


